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	「パートナーシップ構築宣言」
	１．サプライチェーン全体の共存共栄と規模・系列等を超えた新たな連携
	（個別項目）
	a. 企業間の連携
	b. IT実装支援
	c. 専門人材マッチング
	f. BCP／事業継続
	当社は北海道における社会インフラ施工会社として、災害時のインフラ機能確保や復旧対応の重要性を認識しています。 特に地震・津波等の大規模災害時における道路機能の確保やインフラ復旧の重要性を踏まえ、協力会社や取引先企業との連携を強化し、災害時の対応力向上および事業継続体制の整備に取り組みます。

	２．「振興基準」の遵守
	３．その他（任意記載）
	当社は、電力・通信インフラ整備に関わる北海道の社会インフラ施工会社として、電線共同溝工事や無電柱化工事などの社会インフラ整備を通じて地域社会の安全・安心なまちづくりに貢献しています。

